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令和５年～

子ども・子育て会議、子ども・青少年協議会（小委員会）における検討

令和６年

９月15日～10月15日 パブリックコメント

子ども・若者の声ポストによる意見募集

10月 8日 子どもの権利に関するシンポジウムの開催

10月21日 第５回子ども・青少年協議会（計画素案）

10月25日 第３回子ども・子育て会議（計画素案）

12月 9日 第６回子ども・青少年協議会（計画案）

12月13日 第４回子ども・子育て会議（計画案）

２月 子ども・若者施策推進特別委員会（計画案）

３月 世田谷区子ども・若者総合計画（第3期）の策定

計画策定に向けたスケジュール（予定）
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本日



子ども・若者総合計画（第３期）第４章
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中学校 高校小学校

高校生世代から青年期の若者をとりまく現状と課題①

かるがもスタディルーム

ほっとスクール

青年期
６歳 １２歳 １５歳 １８歳 ３０歳

一次予防

二次予防

三次予防

（ポピュレーショ
ンアプローチ）

（ハイリスク
アプローチ）

せたがやゼミナール

まいぷれいす

大学生が運営する女の子のための居場所 あいりす

メルクマールせたがや

３9歳

児童養護施設退所者等相談支援せたエール

青少年交流センター

区では、青少年交流センターやあいりす・たからばこ、子ども・青少年協議会モデル事業等において、若者の居場所づくりに取り組んできた。
一方で、・青少年交流センター（利用対象:12～39歳）は、高校生世代から青年期の若者（以下、「青年期等の若者」という。）の利用が少ない。

・区の若者施策において青年期等の若者を対象とした居場所が少ない。

子ども食堂

児童館

プレーパーク

大学生が運営する中高生のための居場所 たからばこ
高校生世代から青年期に
かけての施策が薄い

学齢期以降の子ども
・若者の居場所

高校生世代から青年期
の利用が少ない

進学・就職などのライフイベント、環境の変化etc
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青年期等の若者は、進学や就職など環境の変化とともに社会とのつながりが希薄になることで、孤独・孤立化しやすい。
令和５年度に実施した若者調査（対象:15～29歳）では、青年期等の若者は、孤独感やライフプランに関する悩みを抱える一方で、地

域との関わりが薄く、地域の中に居場所をもっていない実態などが明らかとなった。

孤独だと感じる

2割の若者が
孤独を感じている

21.6％

はい

自分の精神状態は健康では
ないと思う

25.9％

はい

若者の4人に1人が、自分の精神状態が
健康ではないと感じている

ホッとでき、安心していられる場所
（複数回答）

88.3 

39.6 

15.5 

11.8 

10.6 

9.3 

5.4 

3.8 

2.7 

2.5 

1.4 

0.7 

0.6 

0.6 

0.4 

5.2 

0.4 

0 20 40 60 80 100

自分の部屋

自室以外の部屋（風呂、トイレ含む）

自宅以外の家（友人宅、祖父母の家など）

学校

インターネット空間

（ＳＮＳ、ＹｏｕＴｕｂｅやオンラインゲームなど）

公園や河川敷などの屋外

図書館

職場（アルバイト含む）

塾や習い事（教室）

ゲームセンターやファーストフード店などのお店

無料で勉強を見てくれる場所や、食事や軽食を

無料か安く食べることができる場所

児童館

青少年交流センター

地域の人が開いている遊び場など

相談窓口、サポートしてくれる場所

（電話やオンラインを含む）

その他の場所

無回答 全体(n=813)

（%）

55.5 

43.9 

42.7 

36.9 

27.7 

26.0 

24.7 

24.6 

23.2 

20.4 

19.4 

17.3 

4.0 

3.3 

0.2 

0 10 20 30 40 50 60

お金のこと

仕事のこと

進学、就職のこと

恋愛や交際相手、結婚のこと

容姿のこと

勉強のこと

政治や社会のこと

健康のこと

家族・子育てのこと

性格のこと

住まいのこと

友人や仲間のこと

インターネットやＳＮＳのこと

その他

無回答 全体(n=578)

（%）

進学、就職のこと

42.7％

55.5％

43.9％

仕事のこと

お金のこと１位

２位

３位

悩んでいることや心配なこと悩んでいることや心配なことを尋ねたところ、
「お金のこと（55.5％）」が最も高く、「仕
事のこと（43.9％）」、「進学、就職のこと
（42.7％）」が続き、経済的基盤やライフプ
ランに関する悩みが多い結果となった。

「孤独だと感じる」と回答した割合は21.6％、「自分の精神状態は健康ではないと思
う」の回答は25％を超えた。

学校や仕事以外の活動参加の有無

参加していない・
関わっていない

71.3％27.9％

参加・企画した

学校や仕事以外の活動参加の有無を尋ねたところ、
「参加していない・関わっていない」が７割以上
と高い結果となった。

ホッとでき、安心していられる場所の有無を尋
ねたところ、9割以上の若者が「ある」と回答
した。一方で、具体的な場所については、自分
の部屋、自室以外の部屋、自宅以外の家（友人
宅、祖父母の家など）が多く、地域の中に、
ホッとでき、安心していられる場所があると答
えた若者は少ない結果となった。
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高校生世代から青年期の若者をとりまく現状と課題②



（１）目的

・地域の人が学校に出向き日常の学校とは異なる環境の中で交流できる居場所をつくる。

・アクセスしやすい学校内に若者がホッとできる居場所（サードプレイス）をつくる。

（２）取組内容

①大東学園高等学校

令和４年１１月より月１回程度実施。

②東京都立世田谷泉高等学校

令和６年度より都立高校にて、３回トライアル実施。

（３）成果

・学校内で生徒がほっとできる居場所を定期的に運営することで、他愛もない会話だけでなく様々な悩みを話してくれ
るようになった。

・家族や学校の先生以外の地域の大人と生徒が交流することで、両者にとって新たな学びや発見があった。 など

（４）課題

・運営主体・スタッフの確保 地域団体等による運営を支援するしくみが必要！

・福祉的な視点を持った運営スタッフの人材育成、研修の実施

１．学校モデル事業

子ども・青少年協議会モデル事業における実施・検証
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（１）目的

・身近な地域の中に若者の「第三の居場所」を作り、多様な人々との出会いや交流を生み出す。

・若者の意見表明、反映の場を生み出す。

（２）取組内容

月１回の企画会議。イベントの開催、地域イベントへの出店 など

（３）成果

・イベントの開催、出店を通じて、若者の声を聴くことができた。普段関わることがない人達との多世代交流ができた。

・若者のやりたいことを話し合い、実現させることができた。 など

（４）課題

・新規運営メンバー、イベント参加者の確保

・団体としての将来像、継続性の不透明さ

２．商店街モデル事業

若者がやりたいことに挑戦しやすい

支援のしくみが必要！

子ども・青少年協議会モデル事業における実施・検証
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主に青年期等の若者を対象として、
地域に若者の多様なニーズや特性に応じた居場所や活動の機会を充実させることで、
安心できる場、信頼できる人との出会い、多様な経験等を通して、「若者が自分らし
くチャレンジでき、主体的・継続的に活躍できる」環境づくりを推進する。

▸具体的な取り組み

（１）青少年交流センターの支援機能強化と拡充

① 青年期等の若者を対象としたプログラムの充実

②（仮称）ユースコーディネーターの配置

③ 青少年交流センターがない地域への拡充の検討

（２）身近な居場所の充実に向けた若者の居場所運営団体への補助事業の実施

（３）若者の主体的活動への補助事業の実施

今後の若者施策の方向性

学校モデル事業

商店街モデル事業
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（１）青少年交流センターの支援機能強化と拡充

① 青年期等の若者を対象としたプログラムの充実
青少年交流センターの利用が少ない青年期等の若者に向けた各種プログラムの充実を図るとともに、就労等関係機関との

連携を強化することで、青年期等の若者への支援を充実させ、利用促進に努める。

②（仮称）ユースコーディネーターの配置
各センターに（仮称）ユースコーディネーターを配置し、悩みや課題を抱えながら適切な支援や居場所につながっていな

い若者や地域活動等に参加参画したい若者などを支援機関や地域資源等につなぐことで、全区的な若者支援の強化を図る。
（主な役割）

・若者支援に意欲的な地域資源の開拓及び連携を図り、若者と地域資源をつなぐことで、若者が地域に参画するためのサポートや、悩みや
課題を抱える若者の支援に取り組む。

・若者のための居場所運営団体に対して、（仮称）ユースコーディネーターがサポートすることで、身近な地域の中にある居場所の質の向
上を図るとともに、若者の居場所等地域資源同士の連携・協力を支援していく。

・区内の高校・大学等の学校や地域団体が運営する居場所、学習スペース等若者の利用が多い区の施設等に出向くことで、若者と関係性を
築き、 支援が必要な若者の早期発見に努めるとともに、日頃から「子ども・若者支援協議会等各種会議体（専門機関等）」と連携・協力
することで早期支援につなげる。

③青少年交流センターがない地域への拡充の検討
青少年交流センターがない地域への拡充の検討を進める。主に青年期等の課題への対応も併せて検討する。

今後の具体的な取り組み
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（２）身近な居場所の充実に向けた若者の居場所運営団体への
補助事業の実施

青年期等の若者がアクセスしやすい身近な地域に多種多様な特色を持った若者の居場所を地域に広く展開し、

より個々のニーズや特性に合った居場所を選択できる環境の充実を図る。

若者のための居場所づくりに取り組む地域団体に対し、居場所運営に係る経費を支援する新たな補助事業を実施。
補助金活用団体に対し、（仮称）ユースコーディネーターが事業をサポートすることで、居場所の質の向上を図る。
また必要に応じて、居場所を利用している若者と地域資源をつなげ、若者を支援する。

今後の具体的な取り組み

校内カフェ

地域団体やNPO法人等による居場所

身近な地域の居場所

若者の居場所運営団体
への補助事業

若者のための居場所

づくりを支援
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（３）若者の主体的活動への補助事業の実施

地域活動に参加意向や興味のある青年期等の若者に対して、挑戦しやすい支援の仕組みをつくる。

子ども基金を活用した「（仮称）せたがや若者ファンディング事業」を新たに設け、若者が主役となって仲間た
ちと一緒に取り組む地域活動で、その活動を通じて地域活性化や地域課題の解決につながることを目指した事業に
対して、新たな補助事業を実施する。

今後の具体的な取り組み

（仮称）せたがや若者
ファンディング事業

子ども・若者基金

若者が主役となって仲間
たちと一緒に取り組む地

域活動

地域活性化や地域課題
の解決につながる活動

若者の交流・

活動を支援

かつ

【活動例】 環境美化活動、多世代交流、地域イベント等

若者を中心とした団体
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